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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

現在、高性能なコンピュータや高速ネットワ

ークの普及などを受けて、3 次元の立体図表示技

術が向上し、それらの需要は日々高まってきて

いる。その結果、航空機などといった空撮写真

からの立体地図作成という分野も徐々に発展し、

さまざまな分野で研究されている[1]。 

しかし、人の視点にたった道案内システムな

どといった低い視点での立体地図の利用を考え

た場合、航空機などの高高度空撮写真を利用し

た立体地図よりも詳細で高精度な立体地図が求

められる。しかし、現状の立体地図は高高度空

撮写真を利用した広域かつ低精度のものが多い。

そこで我々は張らのヒトの眼球運動モデル[2]を

利用したカメラ制御システムを用いることで、

低高度空撮写真からの立体地図作成を目指して

いる。具体的には立体地図作成の手法として飛

行中にカメラは画像中心に 1 点を捉え続けるよ

うに制御し、連続画像を撮影する。その中から

それぞれ同一の地点を指す点（以下、対応点）

を探し出し、ステレオ法によって 3 次元座標の

復元を行う。 

しかし、そこには対応点探索の難しさという

問題がある。そこで、本研究では対応点を高い

確率で追従することを目的として、領域分割を

対応点探索時の探索範囲の決定に利用すること

で対応点探索の精度向上と探索時間の短縮を図

った。 

 

２２２２．．．．画像撮影機構画像撮影機構画像撮影機構画像撮影機構のののの説明説明説明説明とととと取得画像取得画像取得画像取得画像    

 本研究において利用するカメラシステム[3]を

図 1 に示し、撮影方法については図 2 に示す。

図のようにカメラは常に 1 点（以下、注視点）

をカメラ中心に捉え続けるようになっている。

そのため、得られる画像は 1 点が常に画像中心

にくるような画像である。 

このシステムは他にカメラ制御モータのエン

コーダからのカメラ向き情報や、水平センサな

どといったさまざまなパラメータが得られるが、 

飛行体の空中での自己位置同定は非常に困難な

問題であるので、対応点探索問題においては、

これらのパラメータに依存しない対応点探索の

実現を目指した。 
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図 1．アクティブカメラシステムの構成 
 

 

図 2．撮影方法 

 

注視点G 

カメラの向き 

2-337

6P-4

情報処理学会第69回全国大会



３３３３．．．．手法説明手法説明手法説明手法説明 

提案する手法のおおまかな流れは次のとおり

である。 

I. 領域分割を行う。 

II. 領域間の対応付けを行う。 

III. 各領域にて対応点探索を行う。 

 まず領域分割に関してはクラスタリング[4]・

領域成長法[5]・watershed 法[6]といったさまざま

な方法が提案されている。その中で、我々は前

処理として画像のぼかしを行い、4 近傍に対する

領域成長法を利用した。領域成長法とは隣り合

う画素同士の色情報の類似度が高ければ同じ領

域であるとし、同じ特徴を持った小領域を結合

していくことによって領域分割を行う方法であ

る。 

領域間の対応付けについては次節で説明する。 

 各領域での対応点探索については、カメラの

パラメータを用いないため、エピポーラ幾何な

どというさまざまな従来法が利用できないとい

う問題点を抱えている。そのため、領域内部の

ほぼすべての部分に対してブロックマッチング

を利用している。 

 

４４４４．．．．各画像各画像各画像各画像でのでのでのでの領域間領域間領域間領域間のののの対応付対応付対応付対応付けけけけ 

 各画像でのクラスタ同士の対応付けは、2 つの

画像でのクラスタ数を 2,1: =kck とし、それぞ

れの画像での ijC , ijS ： 1,,0 ci L= 2,,0 cj L= を

それぞれクラスタごとの平均色の差、面積の差

とする。また、 β を色情報と面積情報との重要

度の度合いとすると、画像 1でのクラスタ iに対

応する画像 2でのクラスタ jは次のように表せる。 
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    この評価式の結果である A の値は対応として

の妥当性を定量的に示しているので、A をある

閾値を下回っているか調べることで、対応とし

て認めるか否かという評価を行える。 

 また、画像中心が常に 1 点を注視するように

直線方向に移動し撮影するため、各対応領域で

の領域移動量の比は常に一定である。このこと

から、画像 tから画像 t+1への領域 i,jの移動量を

それぞれ
t

j

t

i MM , と表すとすると、次のような

評価式が導かれる。 
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 この評価式を利用することで、領域間の誤対

応を検出できる。 
 

 

５５５５．．．．実験実験実験実験 

 図 3 に示すような画像に対して、図 4 のよう

なぼかしをかけ、領域分割・対応付けを行った

ところ、図 5 のような結果を得た。図 5 に示し

たのは対応付けされた充分に大きい領域のみで

ある。 

   
図 3 元画像 

   
図 4 ぼかし加工後の画像 

   
図 5 対応領域の情報 

 

６６６６．．．．まとめまとめまとめまとめ 

 今回提案した領域対応付けによって、分割さ

れた領域においての対応付けが高い確率で成功

することがわかった。これにより、従来以上に

対応点探索範囲を狭めることが見込めるので、

対応点探索において精度向上・速度向上が見込

める。 
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